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生きがいと 地域のニーズを 結びます

毎週木曜日は就業相談会
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会員数の動き 8月末～11月末現在
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
お
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
55
年
10
月
に
会
員
数
１
０
５

人
で
「
川
越
市
高
齢
者
事
業
団
」

が
発
足
し
て
以
来
、
昨
年
９
月
に

は
累
計
の
入
会
会
員
数
が
１
万
人

に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
先
輩

会
員
並
び
に
現
会
員
が
働
く
こ
と

に
よ
る「
生
き
が
い
づ
く
り
」や「
地

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
、

市
政
全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、「
平
成
」
に
入
り
30
年

目
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
来

年
５
月
か
ら
は
新
元
号
に
な
る
こ

域
社
会
へ
の
貢
献
」
に
向
け
た
不

断
の
努
力
と
継
続
の
積
み
重
ね
で

あ
り
、
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
中
期
５
ヵ
年

計
画
も
３
年
目
と
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
一
層
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
ず
、
停
滞
気

味
の
会
員
拡
大
に
つ
い
て
は
、
会

員
の
市
民
へ
の
「
一
人
一
声
運
動
」

を
推
進
し
て
会
員
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

女
性
会
員
の
活
躍
の
年
と
考
え
、

復
活
し
た
独
自
事
業
グ
ル
ー
プ
「
十

若
会
」
に
よ
る
川
越
唐
桟
等
を
活

用
し
た
小
物
創
作
や
、
３
月
の
国

際
女
性
デ
ー
に
合
わ
せ
会
場
を
新

た
に
ウ
ェ
ス
タ
川
越
に
移
し
「
女

と
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い

時
代
が
幕
を
開
け
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
再
来
年
に
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

本
市
に
お
い
て
も
ゴ
ル
フ
競
技
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
市
と

し
て
も
着
実
な
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
で
は
高
齢
化
と
人

口
減
少
が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
４
人
に
１
人
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
お

り
、
人
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

を
ピ
ー
ク
に
、
減
少
が
始
ま
る
と
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の

傾
向
が
続
き
、
近
い
将
来
３
人
に
１

性
交
流
会
」
を
開
催
し
、
女
性
会

員
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
未
就
業
会
員
の
解
消
」
策
と
し

て
、
昨
年
実
施
し
て
好
評
を
得
た

「
出
張
就
業
相
談
会
」
を
引
き
続
き

地
域
を
拡
大
し
て
実
施
す
る
予
定

で
す
の
で
、
地
域
の
会
員
の
皆
様

の
積
極
的
な
相
談
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
従
来
の
就
業
創

出
活
動
に
加
え
、
着
実
に
進
捗
し

て
い
ま
す
「
シ
ル
バ
ー
派
遣
」
に

つ
き
ま
し
て
も
さ
ら
に
推
進
し
、

会
員
の
就
業
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
相
変
わ
ら
ず
少
子

化
の
傾
向
が
続
き
、
益
々
、
高
齢

化
社
会
が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活

人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代
が
到
来
す

る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
に
あ
っ

て
、
経
験
豊
富
な
高
齢
の
方
に
、

長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富
な
知

識
や
優
れ
た
技
術
を
活
か
し
て
、

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
頂
く
こ

と
は
、
本
市
に
と
っ
て
大
変
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
貴
セ
ン
タ
ー
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
多
く
の
会
員
の

方
々
が
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
活
躍

を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の
こ
と
は
、

地
域
社
会
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、

会
員
の
皆
様
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
増
進
、
会
員
同
士
や
地
域
の
皆

支
援
や
各
市
町
村
で
問
題
化
し
て

い
る
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て

も
行
政
の
要
請
に
積
極
的
に
対
応

し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
力
を
発
揮
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
は
、
様
々
な
職
種
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
な
が
ら
、
働
く
こ
と
に
生
き

が
い
を
感
じ
て
い
た
だ
く
１
年
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
会
員

や
ご
家
族
の
皆
様
が
益
々
健
康
で

ご
活
躍
で
き
る
こ
と
と
共
に
セ
ン

タ
ー
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

様
と
の
交
流
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
お
い

て
貴
セ
ン
タ
ー
が
果
た
し
て
い
る
役

割
は
大
変
大
き
な
も
の
で
あ
り
、
今

後
益
々
重
要
な
も
の
に
な
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
貴

セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

高
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
と
生

き
が
い
の
増
進
に
、
よ
り
一
層
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

ご
多
幸
と
貴
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

川越市長
川 合 善 明

理事長
芦 沢 義 男

新
年
の
あ
い
さ
つ
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平
成
29
年
度
の
地
区
会
議
が
、

下
の
表
の
と
お
り
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
は
、
会
議
開
催
に
向

け
地
区
長
が
中
心
と
な
り
班
長
・

副
班
長
（
一
部
地
区
）
及
び
地
区

担
当
理
事
が
協
力
し
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

地
区
会
議
は
、
全
会
員
を
対
象

に
し
た
会
議
で
年
１
回
開
催
し
て

い
ま
す
。
同
じ
地
域
に
住
む
会
員

　

就
業
中
の
賠
償
事
故
は
年
平

均
７
件
程
度
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
賠
償
額
は
全
て
シ
ル
バ
ー
賠

償
保
険
で
担
保
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
事
故
防
止
方
策
の
検

討
の
結
果
、

会
員
皆
さ
ん

の
事
故
防
止

の
意
識
を
一

層
高
め
、
賠

償
事
故
防
止

に
つ
な
げ
る
べ
く
、
賠
償
額
の

一
部
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

賠
償
保
険
に
免
責
額
を
設
定

し
、
賠
償
事
故
発
生
時
は
免
責

平成29年度 平成29年度 地区会議開催日程地区会議開催日程
日　程 地区名 開会時間 会　　場

2月 2日（金） 南古谷地区 13：30 東部地域ふれあいセンター（会議室1・2）

2月 5日（月） 霞ヶ関地区 13：30 伊勢原公民館（学習室1・2号、会議室、講座室、集会室、休養室）

2月 6日（火） 東 地 区 10：00 中央公民館（3階軽体育室）

2月15日（木） 西 地 区 10：00 シルバー人材センター（第1・2・3会議室）

2月16日（金） 名 細 地 区 13：30 名細市民センター（多目的ホール、会議室1号）

2月20日 （火）
北・山田地区 9：30 北公民館（会議室1号・2号）

芳野・古谷地区 13：30 農業ふれあいセンター（研修室）

2月21日 （水） 福 原 地 区 13：30 福原公民館（会議室1・2号）

2月23日 （金） 南 地 区 13：30 南公民館（ウェスタ川越内） （講座室1・2号）

2月24日（土） 大 東 地 区 13：00 大東南公民館（大会議室）

2月26日 （月） 高 階 地 区 13：00 高階公民館（講座室1・2・3、和室1・2号、体育室全面）

多
数
の
参
加
期
待

地
区
会
議
日
程
決
ま
る

額
の
範
囲
で
原
因
者
会
員
の
自

己
負
担
と
す
る
も
の
で
す
。

　

自
己
負
担
額
の
上
限
は

５
、０
０
０
円
で
、
平
成
30
年

度
に
発
生
し
た
事
故
か
ら
適
用

し
ま
す
。
賠

償
事
故
発
生

時
は
自
己
負

担
が
発
生
し

ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
動
車
や
自
転
車
に

起
因
す
る
事
故
に
つ
い
て
は
、

賠
償
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

同
士
が
気
軽
に
会
話
を
交
わ
す
な

ど
し
て
親
睦
と
連
携
を
深
め
る
良

い
機
会
で
す
。

　

さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
と
会
員
と
の

密
接
な
連
絡
・
情
報
交
換
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。
質
問
・
疑
問
・
思

い
を
伝
え
る
交
流
の
場
で
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
参

加
い
た
だ
き
大
い
に
盛
り
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
総
務
委
員
会　

渡
辺
）

　

10
月
31
日
（
火
）、「
地
域
経
済

の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
訪
日
研

修
の
一
環
と
し
て
ロ
シ
ア
欧
露
部

か
ら
選
ば
れ
た
企
業
経
営
者
や
議

員
さ
ん
な
ど
の
研
修
生
、
総
勢
25

名
の
方
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、

当
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
に
な
り
ま

し
た
。

　

事
業
説
明
の
あ
と
、
世
界
に
例

の
な
い
シ
ル
バ
ー
事
業
の
仕
組
み

に
つ
い
て
研
修
生
か
ら
は
活
発
な

質
問
攻
め
に
合
い
、
ロ
シ
ア
に

戻
っ
て
か
ら
の
有
効
な
施
策
の
た

め
に
と
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
感

じ
た
研
修
会
で
し
た
。

ロ
シ
ア
か
ら

ロ
シ
ア
か
ら

    

視
察
団
来
訪

視
察
団
来
訪

ロシアから来訪した視察団にセンターの仕組みなどを説明したロシアから来訪した視察団にセンターの仕組みなどを説明した

就
業
中
の
賠
償
事
故
に

自
己
負
担
を
導
入
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第
３
回「
出
張
就
業
相
談
会
」

　

日　

時　

平
成
30
年
３
月
９
日（
金
） 

９
時
〜
11
時
30
分

　

場　

所　

大
東
南
公
民
館　

講
座
室（
１
階
）

　

内　

容　

未
就
業
者
の
方
へ
の
出
張
就
業
相
談
会

　

※
予
約
は
不
要
で
す
。皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

布
製
品
小
物
を
製
作
販
売
し
て

い
る
十
若
会（
と
お
わ
か
い
）で
は
、

綿
織
物
「
川
越
唐
桟
（
か
わ
ご
え

と
う
ざ
ん
）」
の
由
来
に
つ
い
て
幅

広
い
年
齢
層
の
方
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
川
越
唐
桟
を
使
っ
た
小

物
作
成
教
室
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

そ
の
歴
史
と
生
地
の
風
合
い
に

触
れ
な
が
ら
、
楽
し
く
小
物
を
作

ま
し
た
。

　

第
2
回
出
張
相
談
会
の
相
談
者

数
は
、
20
名
（
男
性
17
名
、
女
性

３
名
）
で
し
た
。

　

地
域
密
着
型
出
張
就
業
相
談
会

の
貴
重
な
経
験
を
基
に
就
業
機
会

の
拡
大
や
就
業
対
策
の
一
助
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

（
就
業
対
策
委
員
会　

藤
原
）

　

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
第
2

回
『
出
張
就
業
相
談
会
」
が
11
月

17
日
（
金
）
伊
勢
原
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
霞
ヶ
関
・
名
細
地
区
の

地
区
長
・
班
長
さ
ん
や
多
く
の
関

係
者
の
方
々
の
支
援
と
ご
協
力
に

よ
り
、
前
回
を
こ
え
る
勢
い
で
出

張
就
業
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
か
ら
3
つ
の
相
談
ブ
ー
ス

を
設
け
、
個
別
相
談
や
募
集
中
の

就
業
内
容
の
説
明
等
、
3
カ
所
そ

れ
ぞ
れ
で
熱
心
に
相
談
が
行
わ
れ

　

平
成
29
年
度
第
２
回
目
の
リ
ー

ダ
ー 

・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
委
嘱
式
及

び
研
修
会
を
11
月
７
日
セ
ン
タ
ー

第
３
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

委
嘱
式
の
あ
と
鈴
木
副
理
事
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
会
員
数
が
横
ば

い
で
あ
る
事
、
一
人
一
声
運
動
の

啓
発
で
新
入
会
員
増
へ
の
協
力
要

請
や
直
近
の
セ
ン
タ
ー
活
動
状
況

日　

時　

平
成
30
年
２
月
28
日
（
水
）
１
時
30
分
〜

場　

所　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
２
第
３
会
議
室

内　

容　

真
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
・
応
対
に
つ
い
て

申　

込　

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

仕
事
別
リ
ー
ダ
ー

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
開
く

研
修
会
開
く

「
お
も
て
な
し
研
修
会
」開
催
の
ご
案
内

出
張
就
業
相
談
会

出
張
就
業
相
談
会

　

各
所
で
成
果
を
あ
げ
る

　

各
所
で
成
果
を
あ
げ
る

独
自
事
業「
十
若
会
」

グ
ル
ー
プ
活
動

大
東
南
公
民
館
で

開
催
予
定
で
す

次回は

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
荻
野
事
務
局
長
よ
り
セ
ン

タ
ー
事
業
概
況
の
説
明
を
行
い
、

千
代
田
理
事
よ
り
今
回
の
研
修
課

題
で
あ
る
「
適
正
就
業
の
要
点
に

つ
い
て
」「
仕
事
別
グ
ル
ー
プ
の

運
営
要
領
に
つ
い
て
」
の
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

 

（
就
業
対
策
委
員
会　

藤
原
）

り
ま
せ
ん
か
。

室

親子ふれあい小物作成体験教室
（一組：参加費500円材料費込）

対象…市内在住の親子
　　　（お孫さんと一緒でも可）
日時…平成30年２月４日（日）
　　　10時～12時
場所…川越市シルバー人材センター
定員…20組（先着順）
※詳細は事務局まで

伊勢原公民館で開催された出張就業相談会伊勢原公民館で開催された出張就業相談会

リーダー・サブリーダー研修会リーダー・サブリーダー研修会
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２
ヵ
所
で
安
全
巡
回

２
ヵ
所
で
安
全
巡
回

自
転
車
乗
り
方
講
座
を
開
催

　

10
月
20
日
（
金
）
9
時
40
分
か

ら
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
巡
回
を

行
い
ま
し
た
。
舞
台
装
置
の
リ
モ

コ
ン
配
線
コ
ー
ド
を
断
線
す
る
賠

償
事
故
が
発
生
し
た
た
め
安
全
巡

回
を
実
施
し
、
再
発
防
止
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
20
日
（
金
）
9
時

45
分
か
ら
ニ
チ
レ
イ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

11
月
28
日
13
時
30
分
か
ら
講
師

に
川
越
警
察
署
交
通
課
木
村
氏
を

迎
え
、
乗
る
前
の
故
障
点
検
の
ポ

イ
ン
ト
、
ブ
―
ブ
レ
ー
キ
、
タ
―

タ
イ
ヤ
、
ベ
ル
、
サ
―
サ
ド
ル
、

ハ
―
ハ
ン
ド
ル
、
ラ
―
ラ
イ
ト
に

注
意
す
る
こ
と
。

　

次
に
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、「
あ
じ
の
ひ
ら
き
」
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
―
歩
く

人
に
注
意
、じ
―
自
転
車
に
注
意
、

の
―
×
、
ひ
―
左
か
ら
の
車
に
注

意
、
ら
―
ラ
イ
ト
は
薄
暮
時
か
ら

点
灯
、
き
―
近
所
で
油
断
し
な
い

プ
ロ
セ
ス
川
越
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。

清
掃
後
ロ
ッ
カ
ー
の
天
板
か
ら
降

り
る
際
、
脚
立
を
踏
み
外
し
て
落

ち
、
頭
と
左
腕
を
打
撲
す
る
傷
害

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
確
認
と

注
意
を
う
な
が
す
た
め
安
全
巡
回

を
実
施
し
、
再
発
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
安
全
委
員
会　

一
瀬
）

（
自
宅
か
ら
半
径
５
０
０
メ
ー
ト

ル
以
内
）。
な
お
、
受
講
者
に
は
、

「
修
了
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

自
転
車
保
険
に
加
入
を
!

　

埼
玉
県
で
は
、「
県
自
転
車
の
安

全
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

の
一
部
を
改
正
し
て
、
こ
れ
ま
で

努
力
義
務
だ
っ
た
自
転
車
利
用
者

の
保
険
加
入
を
、
今
年
４
月
か
ら

義
務
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
自
転
車
の
重

大
事
故
に
よ
り
高
額
な
賠
償
金
を

請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
全
国
で
相

次
い
で
お
り
、
自
動
車
の
自
賠
責

保
険
の
よ
う
な
強
制
加
入
の
保
険

が
な
い
自
転
車
事
故
の
被
害
者
を

救
済
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
転
車
保
険
は
、
各
保
険
会
社

が
扱
っ
て
お
り
、
自
転
車
を
利
用

す
る
個
人
に
掛
け
る
も
の
か
ら
自

転
車
自
体
に
掛
け
る
も
の
、ま
た
、

加
害
事
故
を
起
こ
し
た
時
の
弁
護

士
費
用
ま
で
含
む
も
の
な
ど
様
々

あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
自

転
車
利
用
の
会
員
が
多
い
こ
と

か
ら
、
ま
だ
保
険
加
入
し
て
い
な

い
方
は
、
万
一
に
備
え
て
『
自
転

車
の
個
人
賠
償
責
任
保
険
』
に
加

入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

11
月
27
日
13
時
30
分
か

ら
講
師
に
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
キ
ン
グ
ス
ガ
ー

デ
ン
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
を
迎

え
、
具
体
的
な
対
応
の
仕
方
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

●
ま
ず
は
見
守
る

●
余
裕
を
持
っ
て
対
応
す
る

●
声
を
か
け
る
と
き
は
ひ
と
り
で

●
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
な
い

● 

相
手
に
目
線
を
合
わ
せ
て
、
優

し
い
口
調
で

● 

お
だ
や
か
に
、
は
っ
き
り
し
た

話
し
方
で

● 

相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
、

ゆ
っ
く
り
対
応
す
る

○
風
邪
は
万
病
の
元
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

う
が
い
、手
洗
い
の
励
行
、十
分
な
睡
眠
、規
則
正
し
い
生
活
、

　

適
度
な
運
動
等
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
風
邪
予
防
対
策

　

首
廻
り
、
手
首
、
足
首
の
３
首
を
温
か
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

外
出
時
は
な
る
べ
く
帽
子
や
マ
ス
ク
、
手
袋
等
の
着
用
に
心

　

が
け
ま
し
ょ
う
。
寝
る
時
は
暖
房
機
（
器
）
は
切
っ
て
、
布

　

団
や
毛
布
等
で
温
か
く
し
ま
し
ょ
う
。

毎月 1 日は安全の日毎月 1 日は安全の日
冬季における
健康管理に努めよう !

安全就業安全就業
「気をつけよう　事故と安全　紙一重」「気をつけよう　事故と安全　紙一重」

行きも帰りも
交通安全第一

自転車乗り方講座自転車乗り方講座

認知症サポーター養成講座を開催認知症サポーター養成講座を開催

認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座
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会
場
は
ウ
ェ
ス
タ
川
越
で
す

シ
ル
バ
ー

シ
ル
バ
ー  

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

ま
す
ま
す
輝
き
を
放
つ
女
性
会
員
。
今
年
は
そ
の
交
流
会
を
３
月
８
日
（
木
）
ウ
ェ
ス
タ

川
越
内
の
南
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
な
っ
て
、
今
ま

で
と
は
異
な
っ
た
場
所
で
の
就
業
体
験
や
失
敗
談
、
新
し
い
仲
間
と
の
交
流
等
知
ら
な
い
世

界
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

女
性
会
員
も
年
々
増
え
、
27
％
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
、
目
標
の
30
％
に
向
け
会
員
増
加

に
励
ん
で
お
り
ま
す
が
、
会
員
に
よ
る
口
コ
ミ
が
一
番
の
よ
う
で
す
。

　

当
日
は
菊
地
友
子
講
師
に
よ
る
歌
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
情

報
交
換
を
す
る
な
ど
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内
在
住
の

60
歳
以
上
の
女
性
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ

せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

（
広
報
委
員
会　

内
田
）

　

昨
年
ま
で
『
会
員
作
品
展
』
と

し
て
開
催
し
て
い
た
名
称
を
『
シ

ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』
に
改

め
、
10
月
28
日
（
土
）
か
ら
29
日

（
日
）
の
2
日
間
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、従
来
の
会
員
作
品（
絵

画
・
写
真
・
書
・
絵
手
紙
等
）
展

示
や
、バ
ザ
ー
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
内
容
に
加
え
、
今
ま
で
以
上

に
会
員
参
加
に
よ
る
行
事
と
な
る

よ
う
に
野
菜
販
売
や
囲
碁
体
験
教

室
を
行
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
２

日
間
と
も
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

　

秋
晴
れ
の
も
と
、
川
越

ま
つ
り
を
間
近
か
に
控
え

た
昨
年
10
月
12
日
、
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
5
回
目
を
迎

え
、
参
加
さ
れ
た
会
員
は

約
80
名
。
こ
の
日
鍛
冶
町

広
場
と
蔵
里
の
2
ヵ
所
に

朝
8
時
半
に
集
合
し
、
鍛

冶
町
広
場
で
は
鈴
木
副
理

事
長
が
、
蔵
里
で
は
芦
沢

理
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
。
そ
の
後
7
つ
の
グ

女性交流会女性交流会

が
、
野
菜
販
売
や
囲
碁
体
験
教
室

は
好
評
で
し
た
。
特
に
、市
民（
非

会
員
）
が
例
年
に
比
べ
て
多
く
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
広
報
委
員
会　

荻
島
）

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
市
内
の
各
所

に
向
か
い
ま
し
た
。

　

緑
の
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
燃
え

る
ゴ
ミ
や
ビ
ン
・
カ
ン
な
ど
分
別

し
な
が
ら
約
1
時
間
和
気
あ
い
あ

い
の
清
掃
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
御
苦
労
様
」
と
い
う
ね
ぎ
ら

い
の
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た

り
、
早
朝
の
観
光
客
か
ら
道
を
聞

か
れ
た
り
し
な
が
ら
、「
観
光
の

街
小
江
戸
川
越
は
我
ら
の
パ
ワ
ー

で
」
と
い
う
思
い
が
わ
い
て
き
ま

し
た
。
御
参
加
・
御
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
か
わ
ご
え
産
業
フ
ェ
ス
タ
」

が
11
月
11
日
と
12
日
の
２
日
間
、

昨
年
か
ら
会
場
を
川
越
運
動
公
園

か
ら
ウ
ェ
ス
タ
川
越
に
移
し
て
行

わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
も
事
業
Ｐ
Ｒ

を
目
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
川
越
の
産
業
Ｐ

Ｒ
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

年
は
２
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ

て
多
数
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
も
テ
ン
ト
一
張
り
を

借
り
て
、
テ
ン
ト
の
半
分
を
十
若

会
の
小
物
販
売
、
残
り
の
半
分
で
、

来
場
者
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

や
事
業
説
明
を
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

産
業
フ
ェ
ス
タ

産
業
フ
ェ
ス
タ

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

普 及 啓 発 活 動 を 展 開

蔵里での蔵里での清掃ボランティアの出発式清掃ボランティアの出発式

シルバーふれあいまつり作品展示シルバーふれあいまつり作品展示 産業フェスタでPR産業フェスタでPR
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●
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
て
。

●
別
添
「
就
業
情
報
一
覧
」
に
て
。

　

平
成
30
年
３
月
31
日
で
就
業
満
了
会
員
の
で
る
業
務
に
つ
い
て
、

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

１　

募
集
業
務 
※
詳
細
は
添
付
「
就
業
情
報
一
覧
」
を
参
照

２　

募
集
期
間 
１
月
29
日
（
月
）
〜
２
月
２
日
（
金
）
ま
で

３　

面
談
日 

平
成
30
年
２
月
22
日
（
木
）

４　

採
否
通
知 

２
月
末
頃

５　

就
業
開
始 

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
の
就
業
予
定
日
か
ら

６　

応
募
方
法 

① 

セ
ン
タ
ー
内
に
詳
し
い
業
務
内
容
・
人
員
・
就

業
場
所
を
表
示
し
ま
す
。

 
 

② 

希
望
者
は
内
容
を
確
認
し
て
、
事
務
所
に
あ
る

応
募
用
紙
に
記
入
し
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
に
際
し
、
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
９
時
〜
16
時
）
を
設
け
ま

す
の
で
、
不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税金等の取扱いに関して
　会員の皆様に支払われる配分金は税
法上「雑所得」に区分されます。雑所
得の金額は、原則として65万円の必要
経費が控除されますが、年間収入の内
容（配分金のみ、配分金＋公的年金、
配分金＋給与収入など）により、所得
税の計算式が異なりますので、詳細は
川越税務署へお問い合わせください。
また、派遣・職業紹介でお仕事を
されている方は配分金と扱いが
違いますのでご注意ください。

川越税務署
☎ ０４９（２３５）９４１１
　なお、１月中旬以降に、事務局より
配分金支払証明書（平成29年１月～
12月支払分）を送付いたします。

※
今
年
度
（
平
成
29
年
度
分
）
の
正
会
員
会

　

費
納
入
が
ま
だ
お
済
で
な
い
方
は
お
早
め

　

に
納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
30
年
度
の
会
費
納
入
は
4
月
1
日
か
ら
に

　

な
り
ま
す
。
平
成
30
年
4
月
に
お
仕
事
を

　

さ
れ
て
い
る
方
は
、
配
分
金
か
ら
自
動
的

　

に
引
落
し
に
な
り
ま
す
。

　

毎
週
木
曜
日
（
９
時
〜
11
時
30
分
）
に
、就
業
相
談
会
を
、セ
ン
タ
ー

の
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
株
式
会
社 

メ
モ
リ
ー
ド

●
株
式
会
社 

セ
キ
チ
ュ
ー
川
越
南
古
谷
店

賛
助
会
員（
新
入
会
）

就
業
対
策
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

緊
急
に
欠
員
が
出
た
場
合

　
　

①
募
集
掲
示
板
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
　

②
応
募
者
の
中
か
ら
、
面
談
で
決
定
し
ま
す
。

募
集
募
集　

公
共
的
業
務

公
共
的
業
務

募
集
募
集　

民
間
業
務

民
間
業
務

配分金支払日事業実績（受注件数）
29/9 29/10 29/11

公　 共 80 93 89

公社公団 17 18 14

民間事業所 361 366 369

独自事業 52 84 96

一般家庭 250 226 296

計 760 787 864

事業実績（契約金額） （単位：千円）

月　別 29/9 29/10 29/11
前年度 80,476 87,436 83,901
当年度 82,646 86,879 85,982
前年比 102.7% 99.4% 102.5%

累　計 29/9 29/10 29/11
前年度 486,258 573,694 657,595
当年度 491,156 578,035 664,016
前年比 101.0% 100.8% 101.0%

2
月
分
…
3
月
26
日（
月
）

3
月
分
…
4
月
25
日（
水
）

4
月
分
…
5
月
25
日（
金
）

5
月
分
…
6
月
25
日（
月
）

退
職
職
員
紹
介

新
職
員
紹
介

北
園 

眞
澄（
業
務
・
公
共
事
業
担
当
） 

【
平
成
29
年
10
月
31
日
付
】

鈴
木　

和
博（
業
務
・
公
共
事
業
担
当
） 

【
平
成
29
年
11
月
30
日
付
】

福
島　

太
一（
業
務
・
個
人
家
庭
業
務
担
当
） 

【
平
成
29
年
11
月
30
日
付
】

岩
﨑　

榮（
業
務
・
公
共
事
業
担
当
） 

【
平
成
29
年
11
月
1
日
付
】

冨
田　

勇（
業
務
・
個
人
家
庭
業
務
担
当
） 
【
平
成
29
年
11
月
1
日
付
】

　

事
務
局
職
員
の
異
動

平成30年
４月１日より
正会員会費が

2,500円に
なります。
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①
募
集
内
容

　

◎
俳
句　

◎
川
柳　

◎
短
歌

　

◎
絵
て
が
み　

◎
ス
ケ
ッ
チ

　

◎
写
真
（
２
Ｌ
以
下
）

　
（
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
）

　

◆
会
報
の
ご
意
見
も

②
締
切
日

　

◎
２
月
末
日　

郵
送
可

　

 

４
月
発
行
号
に
ふ
さ
わ
し
い

作
品
を
募
集
し
ま
す

③
宛
先

　

セ
ン
タ
ー
内
広
報
委
員
会
宛

④ 

掲
載

　

可
能
な
限
り
掲
載
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
に
一
任
を
。

※
作
品
は
不
返
。
コ
ピ
ー
を
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。本
年
も「
シ
ル
バ
ー

か
わ
ご
え
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
か
ら
の
視
察
団
を
迎

え
、
し
ば
し
グ
ロ
ー
バ
ル
な
雰
囲

気
の
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。
こ
の
あ

と
市
内
の
観
光
地
を
巡
っ
た
そ
う

で
す
が
、
蔵
の
街
の
重
厚
な
建
築

物
や
川
越
ま
つ
り
の
山
車
に
き
っ

と
感
動
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

（
内
田
）

狩か
り

衣ぎ
ぬ

の
ま
ま
に
道ど
う

灌か
ん

像
年
新
た
に

羽
子
つ
き
て
昭
和
の
街
の
空
重
ぬ

め
の
絵
馬
に
風
の
よ
り
く
る
初
薬
師

旭あ
さ
ひ
の
や
舎
文
庫
に
子
ら
の
冬
ぬ
く
し

節
分
の
鬼
も
内
な
る
堂
明
り

〈
南
５
班
〉
髙
瀨 

チ
エ
子

俳
句

百
選
の
鐘
に
つ
つ
ま
る
除
夜
詣

　
　

粛
と
眠
り
し
蔵
並
抜
け
て

初
売
の
菓
子
屋
横
丁
賑
は
は
し

　
　

飴
切
る
音
の
い
と
弾
み
く
る

〈
南
５
班
〉
髙
瀨 

チ
エ
子

短
歌

〈
高
階
７
班
〉
宮
本 

秀
治

絵
画

〈
南
１
班
〉
小
林 

正
幸

写
真

〈
高
階
８
班
〉
藤
原 

孝
四
郎

写
真

〈
南
古
谷
３
班
〉
仲
野 

国
男

写
真

〈
南
４
班
〉
斉
藤 

八
重
子

絵
て
が
み

めでたやめでたや

我が家の愛犬

猊鼻渓舟下り

シルバーかわごえ  116  2018.1.15 8

シルバーかわごえ　　　発行 ： 川越市シルバー人材センター　　　編集 ：広報委員会　　　印刷 ：六三四堂印刷株式会社


